
上海近代工業発展史上における日系雑工業の位置と
役割をめぐって

許 金 生

上海の近代日

た日系綿紡績工

と記す）の草の

ためか既存の研

１

系工業といえば，工業生産活

業（即ち在華紡）が連想され

根的な存在も確認されている

究のほとんどは軽視し具体的

．はじめに

動において約半世紀にわたり

るが，そのほかにも大量の工

。こうした雑工業について，

な研究成果は殆ど見られない

，華々しい展開を見せ

業部門（以下「雑工業」

零細性という先入観の
）
。

近代上海は中

いえず，その他

る近代工業は上

あり，その誕生

日系雑工業は

代工業を構成す

察を進め，この

国の工業中心地であると言わ

の近代工業もさかんに発展し

海内部から自発的に生じたも

と発展は，当然その移転の主

年代から上海に進出しは

る重要な一部分となった。本

ような日系雑工業の発生・存

れているが，紡績業だけの繁

て，共に工業都市・上海の地

のではなく，外国から移植さ

体・時間・方法などに強く影

じめ，日本の敗戦まで各分野

稿では日系雑工業の発生・発

在が上海近代工業の発生・発

栄では工業中心地とは

位を築き上げた。かか

れ発展してきたもので

響された。

で活況を呈し，上海近

展について初歩的な考

展にどのような分野で

いかなる程度ま

評価すべきか，

年に在上

で影響したのか，また上海工

といった点を明らかにしてゆ

２．日系雑

海日本総領事館総領事は，上

業発展史において日系雑工業

きたい。

工業の地位について

海における日本の工業的な地

をどう位置づけ，どう

位について次のように

評価していた。

上海の対外

ては電灯，電

き遜色なし尤

貿易上における日本の地位は

車，電話，水道，瓦斯等の如

も其投資額においては彼に一

英国に及ばざること尚遠しと

き特殊事業を除く時は英人経

歩を譲る
）
。

雖工業上の地位に至り

営のものに比し著るし

（ ）



公共事業を

れるイギリ

海で急発展し

上海近代工業発展史上におけ

除いた工業分野では， 年

スと比べても，「著るしき遜色

てきた日本紡績工業もあわせ

る日系雑工業の位置と役割をめぐ

の日本の地位は，既に上海

なし」と自己評価されている

た評価であるが，この時期

って（許）

の工業分野の筆頭に挙げら

。これは， 年から上

の雑工業はどのように評価

すべきであろ

同報告は当

刷 製帽

車ガス水道と

事業を除くと

を見ると，こ

その後の長期

うか。

時の上海雑工業を 製絲

ガラス製造 石鹸製造

いう十四種に分け，飲食物製

，日本がすでに十業種に投資

の十業種の中では，日系企業

にわたり上海で重要な存在だ

製粉 搾油 製紙

製革 造船及造機

造・造船及造機・製材及燐

していることを指摘してい

は以下の６つの分野におい

った。

製材及燐寸 繰綿 印

飲食物製造 電燈電話電

寸・電燈電話のような特殊

る。業種別に各工業の規模

て， 年前後に限らず，

繰綿業

年に三

三井がその

あたりの繰綿

立当初の規模

次に登場し

雲龍は始めは

に三井の手に

井洋行と英・米・仏・独の商

経営を担当し，資本金 万両

生産高は 擔で，日本への輸

と意義はきわめて大きい。

た日系の雲龍繰綿工場（三井

華商により創設されたが，

帰した。同社の規模は上海機

人が共同投資し，浦東に上

に達する同工場は，日本製綿

出に専心した
）
。中国最初の

花厰とも言う）は，業界にお

年になってから日中合弁

器軋花局を越えて，資本金

海機器軋花局を設立した。

繰機械 台を有し，一日

近代的繰綿工場として，設

いて長い間トップであった。

の株式会社になり， 年

は銀 万両である。三井は

雲龍を手中

当地上海紡績

績工場向けだ

になった。

三井の上海

えた。工廠に

った
）
。 年

に収める理由について，「棉繰

工場と密接なる関係を有する

ったが， 年に三井が上海

の紡績への投資急増に伴い

は 馬力と 馬力の２台の

の第３工場設立後，地方や上

は十年前には相当有利なる企

ため
）
」と説明した。雲龍の

の紡績工場に投資してから

，雲龍もさらに２工場を増設

蒸気機関があり，１年の繰綿

海同業者の増加で競争が激

業にして三井物産会社が

製品は，当初は上海の各紡

は，自工場に供給するよう

し，繰綿機械は 台に増

の生産力は 担に上

しくなったため，生産は縮

小され，生産

於いて棉実

する上海紡や

表 は，雲

業などは，

台を有し

に 担

高は４万 ５万担に落ちた

を利用する華昌搾油と関係せ

華昌搾油との関係により，雲

龍と同時期に上海にあった主

みな中国系が投資した企業で

，永茂は生産力がトップで，

の雲龍の半分ほどの規模にす

が，「繰棉を需要する紡績業と

るより同工場を維持し居る
）
」，

龍は激しい競争に負けなか

な繰綿工場である。雲龍を

ある。雲龍を除いてみると，

年に 担に達した。しか

ぎない
）
。そして， 年にな

）

関係すると同時に他方に

即ち，同じ三井経営に属

ったのである。

除く礼和・永茂・益泰・晋

益泰は繰綿機械が最多の

し，繰綿機械が 台，年

っても雲龍は相変わらず

「規模宏大な

石鹸製

近代中国石

製造業は，上

上海の石鹸

れたるも化粧

り」と評価されていたのであ

造業

鹸製造業の中心である上海に

海早期の化粧石鹸の生産分野

製造状況について， 年

石鹸は十年以前に積善洋行始

った。

おいて，積善洋行を始めと

でかなり優勢な状況にあっ

の領事報告では，「洗 石鹸は

めて之れが製造に着手
）
」し

して発展してきた日系石鹸

た。

久しき以前より製造せら

た旨が記載されている。上

（ ）



立命館経済学（第 巻・第３号）

海の最初の化粧石鹸工場は，日本人の経営による積善洋行であり，その設立は 年前後であっ

たと推測できる

その後，日本

おいて本 より

占め，製品の品

規模が比較的大

年に上海

ドイツ人経営の

。

人の石鹸製造者が続出した。

も上海の方遙かに有利
）
」であ

質不良で，開業して間もなく

きい工場を整理すると，表

で経営されていた石鹸工場は

固本，残り２社は華商経営の

日系資本が化粧石鹸に集中

ったためである。内訳として

休業したものも多かった
）
。

の通りである。

６社で，日商は瑞宝洋行・美

祥生と合順であるが，「化粧

したのは，「原料の点に

は家内工業が大部分を

年以前に設立された

華皀厰・順和の３社で，

石鹸の製造は一独逸人

の経営を除き主

に対して，瑞宝

で上海で第二位

また， 年

とめると同時に

部の特許を得て

として本 人の経営する所た

は年産約 万ダース，美華は

を占めていた
）
。

に設立された瑞宝洋行は当初

販売ルートを持つ東亜公司に

沿岸貿易税及内地税を免除

り」という史料にある通り，

３万ダースを製造し，固本

はそれほど大きくなかったが

製品の販売を依頼した。その

せられ居り
）
」，揚子江沿岸や中

中国系工場の経営不振

（年に 万ダース）に次い

，製品の品質改良につ

製品は中国の「農工商

国各地に販売された。

（ ）

工場名称 所在地

雲龍三工場
厦門路
楊樹浦

礼和 北京路

益泰 厦門路

表

設立

永茂 新閘路

年頃の上海繰

年月 経営者

三井洋行
経理

華商

華商

機

綿工場

器台数

華商

繰綿生産力 綿実生

担

産力

担

晋業

出典 「上海工業上における日本の地位

華商

」『通商公報』第二百四十二号， 年８月，第 頁。

設立年 工場名

？ 積善洋行工場

？ 豐奏号

祥和

瑞宝洋行

美華皀厰

表

所在

？

？

北河

北四

？

近代早期上海における

地 設立者

？

？

南路 井上助市 月

川路 粉川広吉 後

日系石鹸工

に 箱

上海油脂

？ 年に三万打

場

備 考

工業株式会社とも言う

。 年休業

倫敦肥皀厰

？ 順和

出典 『通商公報』外務省
年，第 頁。

通

閘北

？

商局，第十

井上政吉
倫
年

？

八号， 年６月，第 ，

敦洋行の
ごろから

頁。『支

工場。月に四 五千打
化粧石鹸も製造

経済全書』第十二輯，東亜

。

同文会，



上海近代工業発展史上における日系雑工業の位置と役割をめぐって（許）

好調な売上が継続した結果， 年に工場を拡張し，翌年合資組織となり，設備は石鹸煮造釜８

個， 石鹸機

人であった。

には約 万ダ

瑞宝の規模

であった
）
。

に増額し，表

た。

ガラス

械として押出機１台，ローラ

年ごろ資本額は ド

ースに達した。

は， 年においてすでに

年は合資から上海油脂工

３に示したように， 年代

工業

２台，削り１台， 馬力の

ルで，製造力は 年に 万

「上海における化粧石鹸工場

業株式会社に変更し，資本金

に入っても依然として上海

電動機を有し，従業員は

ダースだったが， 年

中首位にあり」という存在

をメキシコ銀 ドル

における有数の存在であっ

上海近代ガ

璃公司が設立

以上の工場は

『日本の対

の最初の日系

どについては

後の領事報告

ラス工業は 世紀末にはじま

され，資本金は白銀 万両に

経営不振で結局は失敗に終っ

支投資』を引用した日本・商

ガラス工業は既に 年に創

一切言及されていない。また

，特に上海におけるガラス業

った。 年英商・平和洋

達した。同年，華興玻璃公

た。

工省商務局貿易課が 年に

立されたと述べている
）
。し

， 年の「海外各地在留

についての領事報告を調べ

行と華商などにより中国玻

司が英商により創立された。

発行した資料では，上海

かし，工場の名称や規模な

本 人職業別表」やその前

ると， 年及びその前後

に上海ではガ

見の限りでは

璃公司とも言

していたが，

この一帯は

ようなガラ

玻璃厰・松永

ラス工業に従事していた日本

，日本人のガラス工業の嚆

う）である。工場の創立者の

ガラス製造工業の有位性に着

宝山についで日系ガラス工場

ス工場が存在した。亜林泰玻

玻璃厰・鳥羽玻璃厰・島崎玻

人は存在していないため，

矢は 年に創立された日中

角田芳太郎は， 年，中国

目し，天通庵に小規模なガ

が多く設立された。 年

璃厰（

璃厰という６社であり，そ

これは誤りと思われる。管

合弁の宝山玻璃厰（宝山玻

に来て売薬などの商売を

ラス工場を興した。

前後の上海には主に以下の

）・宝山公司・三公

のうち５社は日系工場だっ

た。唯一の非

が，債務超過

された。

こうして表

独占する所な

年代に

日系企業はフランス人経営の

で経営困難に陥ったため，

に示した通り， 年にな

り
）
」という状況が出現したの

入ると，華商ガラス工場も続

亜林泰玻璃厰で，規模から

年に日商の雲田卓雄に売

って「上海における硝子製

であった。

出した。 年に経営中の

言えば上海で第一位である

却され，雲田玻璃厰と改称

造業の実権は殆ど本 人の

企業は 社もあるが，その

（ ）

表 年上

工場名

中国肥 公司

瑞宝 厰

五洲固本 厰

海に

国

イギ

日本

中国

おける資

籍

リス

華豊 厰

出典 「石鹸製造業及同

中国

製造業者」『海外

本金二十万弗以上

資本金 一

五百万両 洗 三

五十万弗 化粧三

五十万弗 化粧一

二十万弗 化粧一

経済事情』外務省通商局

の石

日の

千箱

千打

千打

鹸工場統

生産能力

，洗 二

，洗 七

千五

，第

百打

三年第 号

計

百箱

百打

，第 頁。
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中で最も大きい

展し，工場設立

れ，利益を投資

工数は日本人

が５個あり，年

怡昌玻璃厰は資本金 万ドル

後に一切の経営管理権を握っ

して業務を宝山顧家湾に拡充

名，中国人 名を有し，設備

に 円の生産高に達した

であった。一方，日系企業の

た角田芳太郎は，製品の改良

した。工場は設立間もなく，

として２馬力のモーター１
）
。 年に，さらに資本金

宝山玻璃厰は順調に発

と販路の拡大に力を入

資本金は２万ドル，職

台，容積 封度，坩堝

万円（半額払込の届出）

の株式会社に変

日 ドル，年

第一次上海事

ター 馬力を有

（ ）年の後，

産・供給されて

人いた

更し，日本人が 人，華人は

間 万ドルに達した
）
。

変直前に，宝山玻璃厰は既に

し，生産能力は一日２千ド

上海市場におけるガラス製

いた。この工場には坩堝が

。生産される各種ガラス瓶と

人，電気モーター 馬力

日本人従業員は 人，華人

ル，年間 万ドルの大企業に

品の大部分は，日本資本の

個ほどあり，ガラス日産量

日用ガラス製品は，ほぼ上海

を有し，生産能力は一

は 人おり，電気モー

発展し
）
，更に「民国５

宝山玻璃厰によって生

が ２トン，職工が

の市場を独占している

ありさまであっ

価されるとおり

製革業

上海製革業は

順調ではなかっ

司・イギリス人

厰・龍華製革厰

た。いくつかの中国資本ガラ

，上海における日系企業のシ

， 年に英国人が創業した

た。 年まで上海において

経営の上海機器硝皮公司（

という４社である。上海機器

ス工場は，これと対抗するの

ンボルの一つになった。

上海機器硝皮公司を発端とす

経営されてきた製革工場は，

），

硝皮公司の規模ははっきり分

が困難であった
）
」と評

るが，その後の発展は

日中合弁の江南製革公

中国人経営の鞏華製革

からないが，生皮の使

用が年に約

できる。鞏華・

後者が 万両に

難の状態を呈し

江南製革公司

日中合弁となっ

枚であり，これは江南の

龍華という両社の設立時期は

達していて，江南を超えてい

た。そして， 年前後に休

は 年の設立で，龍華付近

た。合弁の時期について，史

枚の半数以下であるため

，江南とほぼ同じであった。

るが，開業して数年後，流動

業に至った
）
。

に位置した。当初は経営者の

料不備のため正確に判断出来

，規模が小さいと推測

資本金は前者が 万両，

資本不足のため経営困

交代が甚だしく，後に

ないが，最初の出資者

（ ）

設立年 工場名

宝山玻璃厰

雲田玻璃厰

新昌公司

永宝玻璃厰

飯田玻璃厰

表

所在地

天通庵

宝山路

宝山路

宝山路

天通庵

年上海における

経営者

角田芳太郎 日中

雲田卓雄 日本

松永泰二郎 日本

ガ

合

人

人

日人 日本人

飯田春次 日本人

ラス工

弁。日

職工数

職工数

職工数

職工数

場

備 考

本人職工数 人

人。旧工場名は亜林

７人。旧工場名は松永

泰

玻

人。旧工場名は鳥羽玻

人。旧工場名は島崎玻

玻璃厰

璃厰

璃厰

璃厰

？ 三公玻璃厰

？ 美華玻璃厰

？ 不明

出典 『通商公報』外務省通
第 頁。

商

打鉄濱

華龍路

海靱路

局，第百

藤井源太郎 日本

華人 日本

華人 日本

七十七号， 年４月，第

人

人

人

頁

職工数

職工数

職工数

。『大上

は 人。

８人

人

海』内山清・山田修作・林太三郎， 年，



上海近代工業発展史上における日系雑工業の位置と役割をめぐって（許）

は，日本側は

年 月に

式会社の支社

額が 万円，

た。

そして，総

買収し，さら

白岩龍平や古荘弘など，中国

当工場は堀十郎を代表とする

たる上海工場となり，日本人

年頃の最大生産力が年間

資本額 万円の日本皮革の

に発展する気運を迎えた。

側は江孟聰である。そして

日本人の経営に移り，資本

技師を雇って靴用甲革・靴

約 枚で，大倉洋行が

資金や技術援助を受け，

大倉組もこれに関係した
）
。

金 万円で，大日本皮革株

底革等を生産し，年間生産

その製品の販売を請け負っ

年に上海機器硝皮公司を

年にな

皮革厰である

前者の工場長

開業し，敷地

年に，

これに次ぎ，

し唯広生製革

って，もう一つの日系皮革工

。工場長である佐渡秀光は日

と後者の専務取締役を歴任し

面積は約 畝，動力は 馬

上海の製革工場の中で，最大

他方で華商工場は「数多あれ

厰精益製革厰は稍々規模大に

場が登場した。それは華商

本皮革株式会社と朝鮮皮革

た日本皮革業界の権威でも

力（蒸気 馬力・電動力４台

の規模を誇ったのは中華皮

ども何れも小規模にして資

して資本約三十万弗を有す

龍華皮革厰を買収した中華

株式会社の創立に携わり，

ある。工場は翌 年５月

馬力）に達した。

革会社で，江南製革公司は

本は一万弗を出ざるもの多
）
」という状態であった。各

社の生産能

生水牛５枚で

であった。江

公司よりも更

表 の通り

力でも相変わ

もその後塵

力として記録される数値は，

，合計 枚，職工数は 人

南製革公司はおおむね中華皮

に小規模だった。

，上海の製革業分野において

らず優位を占めており，日商

を拝することができなかった
）

中華皮革会社が底革一日 枚

，生産能力は一ヶ月底革約

革会社の半分で，広生製革

年代に発展してきた日

は「資本は雄厚であり，生

」といわれ
）
，「上海の製革業は

・調革 枚・水牛５枚・

万ドル，調革約 万ドル

厰・精益製革厰は江南製革

系工場は，資本力でも生産

産力も強く，いかなる華商

概ね日本人によって掌握

された」とい

製麻業

中国は麻の

方法は古来か

て麻袋製造用

の状況を激変

う状況であった。

生産地であり，麻加工業は古

らのものと余り変わらす，衣

の麻布製織にわずかに新式の

させた。

くから行なわれていたが，

類用麻布の織布は全くの家

麻加工業が存在した。東亜

世紀に入ってもその加工

内工業であった。例外とし

製麻株式会社の設立は，そ

（ ）

資本金

中華皮革会社 万元

江南製革公司 万両

上海皮革厰 万元

職工数

名

名

名

大華皮革厰 万元

大隆皮革厰

表 年上海にお

日産額 製

約 トン

約 トン 紅色靴底・緑

紅色靴底及び

色

皮

ける主な

品

靴底専ら

面革

紅色靴底・緑色靴底

製革工場

年産額

製す

万元 伊人経営

その他

閉鎖

威士厰

出典 「支 における製革業

底

の概況」『

皮 トン 紋皮・緑色靴

経済月報』上海日本商工会議

底

所第， 号

始めは外

， 年，第 頁。

人，後は華商経営



近代製麻工場

技術上の欠陥を

整備，機械の据

立命館経済

は，清末に武昌に設立された

克服すべく， 年 月に日

付などを行ない，２ ３の機

学（第 巻・第３号）

湖北麻布局を嚆矢とする。製

本から技師や男女工を招聘し

械も運転したが，それは試験

品は麻袋を主として，

て， 年中に工場の

的に黒糸を紡績しただ

けだった。

ったが，採算不

たのは，日系の

「本 資本家

の製織・売買及

設立された。麻

丈夫なものであ

年，技師も揃い，職工の技術

能で遂に工場は休業の羽目に

東亜製麻株式会社である。

ト中国有力者トノ合弁企業タ

びその付随事業を目的とし

袋は農産種子の輸出包装用を

り，その市場は非常に広い。

もかなり上達したので，２番

陥った。その後，中国の機械

ル」東亜製麻株式会社は麻布

て，資本金 万円で， 年

始め，綿布や綿花の包装用に

日系資本がこれに目をつけて

目の工場の建設が始ま

製麻業において活躍し

・麻袋その他の製麻品

８月上海の労勃生路に

もよく使われる廉価で

，前期準備仕事を通じ

て， 年 月

地労力を駆使し

年２月から

佳良なるを以て

された
）
。

年２月に

込 円）

を持つようにな

開業し，江南一帯，殊に長江

，まず需要の多い麻袋を製造

，麻布の製織にも従事するよ

市場に於て夙に高評を博し販

，東亜製麻株式会社は上海

に増え，近代上海機械製麻業

った。

沿岸各地に無尽蔵にある麻を

し，漸次太物麻布より遂には

うになり，「その製品に多大

路拡大到底需用を充す能はざ

製麻株式会社を合併して，資

を長期間支配できる雄大な資

原料として，廉価な現

帆布の製織をも行い，

な注意を払い品質尤も

るの盛況を極む」と評

本金は 円（払

本力と成熟した技術力

絹糸業

絹糸業では，

爾路に日中合弁

精乾棉業は……

同社は 年

役は朱葆三であ

年 月に運転を

年に英国人が上海に工場

の上海製造絹絲株式会社（華

他国人は全く勢力なしとす」

７月に設立登記をし，取締役

り，王一亭も関与しているが

開始し，最初に絹糸紡績

を設立したが，まもなく失敗

名は公大公司）が設立される

といわれたが
）
，設立後間もな

社長は李云書，取締役副社長

，会社の経営管理権はすべて

錘を以って絹絲の生産を始

した。 年，極司非

際は，「絹糸紡績業及び

く大企業に成長した。

は明渡知楡太郎，取締

日本側が掌握した。同

め，職工数 人で，年

間生産高は

年と

械を２回購入し

紬糸紡績機械も

る。製品の販売

遣生絲の比較的

本会社の製品は

担になっている。

年に楊樹浦にある廃業した

，蒸気機関は 馬力に増え

錘あり，紬糸の生産も始

について言うと，絹糸は最初

安値及中国機業家の固陋の

南洋向絹絲及印度向絹絲の輸

紬糸紡績工場（ジャーディン・

，絹糸用スピンドル 錘持

まり，１年間の生産高は絹糸

に中国国内向き販路の開拓

為め織物用としての発展十分

出を主として」，「紬糸は主と

マセソン商会経営）の機

っているだけではなく，

担，紬糸 担であ

に力を尽くしたが，「地

ならざる」から，「近時

して中国内地向なり
）
」

とした。原料は

ていたのである

年に到る

機は 錘，

糸・紬糸・紡毛

一方， 年

主として上海で購入し，絹糸

。

と，同社は絹糸精紡機

絹布織機は 錘を有し，日本

糸・平絹・本絹布類を製造し

になって同類の民族工業が遅

はインド及び海峡植民地，紬

錘，紬糸精紡機 錘，紡

人従業員は 人，職工は

ていた
）
。

まきながら登場したが，生産

糸は中国内地に販売し

毛精紡機 錘，撚糸

人にまで発展，絹紡

規模などは上海製造絹

（ ）



絲株式会社と

以上，

上海近代工業発展史上におけ

は比べ物にならない貧弱なも

年に在上海日本総領事館総領

る日系雑工業の位置と役割をめぐ

のだった
）
。

事の報告でふれられた絹糸

って（許）

・製革・製麻・ガラス・化

粧石鹸・繰綿

の日系企業は

シルク染

シルク工業

ていたが，昔

業と織糸工業

外国資本の

業をめぐって，日系企業の占

以上の業種のほかにも別の分

色

に付随する精錬・染色・印花

から伝統的な「土法」のまま

の迅速な発展に比べて著しく

中で，始めて上海の精錬・染

める位置について見てきた

野でも重要な存在感を示し

業は同類の外資産業の上海

で，技術は原始的で，設備

遅れていた。

色・捺染業に手を染めたの

が，実際には， 年以後

た。

進出以前から，既に存在し

は粗末で，上海の綿紡績工

は日系企業であった。

日本の精錬

と思われる。

み，同時に染

より創立，綿

海精練公司

（ 年中日合

その中の，

竹松貞一で，

・染色・捺染の近代的技法を

例えば，横浜市に本店を置く

色部を設けて染色業務にも

糸・シルケット絲等の織布原料を

（ 年４月に２万円で新閘橋北

資で創立，精錬・染色・整理
）
），

中華染色整練会社はやがて上

「年少にして横浜市塩崎染織

上海に始めて導入したのは

三笠洋行は， 年に上海

従事した。それから，田岡絲

染色
）
），永隆印染厰（ 年に

首烏鎮路口に設立，絹綿布の精練

中華染色整練会社などが続々

海一流の染色整練業者へと

工場に染色工業に従事」し，

，日系絹織物商ではないか

に進出して絹織物貿易を営

光染厰（ 年に田岡洋行に

創立，シルクプリント
）
），上

再整
）
），大昌精錬染色公司

創設された。

成長した。同社の経営者は

年に上海の三笠洋行

に入店して，

慶路に銀

を専門とした

後輩の吉田武

会社は

生産能力は銀

資本金は 万

染色部の業務を担当し，現地

ドルを資本金として，合資
）
。そして，横浜市塩崎染織工

夫を工場長に招き，技術力を

年より個人経営に変わり，

ドルで，職工数は

円に増えた。

の情報を十分収集して，

会社・中華染色整練会社を

場に８年間勤務し，染色技

高めた。

資本金は 年で銀 ド

人に達した。更に， 年

年 月に独立，同年に土

設立し，絹綿布の染色精練

術を十分に身につけている

ル（全額出資）に上り，年

に株式会社に組織を変更し，

工場の規模

厰だけであり

以下の小規模

魔法瓶

近代上海は

事変前迄は

上海の華商

としては，中華染色整練会社

，同工場は資本金 元で

工場である
）
。

中国の魔法瓶の生産地とし

人の殆ど特占的工業なり
）
」と

工場が第一号の魔法瓶を作り
）

に比肩するのは，同時期の

，職工数は 人である。そ

ても知られているが，「上海に

言われた。

出したのは 年であるが

民族工場の中で大昌精錬染

の他の工場は資本金４万元

おける魔法瓶製造は上海

，日系の金泰冷熱水瓶厰は

年に既に

金泰製罐厰と

かったため，

工場が上海に

金泰冷熱

個・瓶殻

営業しているから，その設立

の合併によるものであり，

誠華熱水瓶心厰が日系工場で

登場した時期は華商と大体同

水瓶厰は資本金 元で，

個を生産する能力を持ってい

は遅くとも同年であろう。

魔法瓶内部（瓶心）の生産技術

ある可能性がかなり高い。

じか或いはもっと早いと考

日本人３人，及び華人 人

るが
）
，設立後間もなく流動資

同工場は誠華熱水瓶心厰と

を当時華商は持っていな

そうであるなら日系魔法瓶

えられる。

を使って，日に瓶心

金難に陥り，華商・甘闘

（ ）



南が出資し維持

に東方熱水瓶心

経営が続けられ

立命館経済

に努めたために一時好調に向

厰と立興熱水瓶厰に分かれた

， 年に完全に華商の経営

学（第 巻・第３号）

ったが，出資者間の意見が一

。東方は日系経営だが，立興

に帰した。一方，東方は第一

致しないため， 年

は甘闘南を経理として

次上海事変後経営困難

となったため，

年代末の銀

が急増し，殊に

まず，現地ガ

ドルを投

瓶心製造機を装

美芳に継いで

立興に売却されその第二工場

価暴落と関税引上げと，魔法

日系企業の上海進出が目立っ

ラス業のトップである宝山

資して，横浜路に美芳熱水瓶

備し，瓶心の「産量は全市に

，正泰・宝泰・金生・宝生・

として存続した。

瓶の需要も激増したため，上

た。

玻璃厰は魔法瓶業の売行の好

厰を創立し，瓶心・瓶殻・料

おいて最大」であった
）
。

人和・華成という日系６工

海における魔法瓶工場

調を鑑みて， 年に

瓶を作り，「霍鼎 式」

場が設立され，「規模は

美芳が最大で各

に華商の魔法瓶

の多くは華商工

では未だ設備す

また，第一次

に銀メッキ瓶心

以上見てきた

ど特占的工業な

工場の設備は完全で技師を除

工場は続出したが，「日本人

場に供給する。瓶心の製造は

るもの無く均して日商から購

上海事変直前に，隆昌熱水瓶

を生産できる優れた設備を持

ように，日系工場は設備も技

り」と言える。しかし，第一

く外製造方面は悉く中国人を

工場より製出する瓶心・料瓶

技術容易でなく且又設備も煩

買する
）
」という状況であった

厰という日系工場が設立され

ち，「本業のうちで設備が最

術も華商を遙かに上回り，こ

次上海事変後，正泰・宝泰・

使用し」た。同じ時期

（瓶心を焼かざる未製品）

雑である故中国人工場

。

，同工場は２時間以内

も整って」いた
）
。

の意味では「 人の殆

金生・宝生・美芳・人

和・華成などは

事変後に残っ

沢田又一が工場

気ガスポンプ十

た。事変後，華

おける日系魔法

坩堝・ヤ

何れも業務を停止した。

た日系工場は，中南熱水瓶厰

の隣接地にある工場を合併し

台を備え，日産二千本の加

人工場が簇出したが，「加工

瓶工業の最後として気を吐い

スリほか

だけである。この工場は宝成

設立したもので，魔法瓶の排

工能力を有し，「現在 人唯一

技術の優秀なるを以て他を圧

た。

玻璃厰の経営者である

気直空加工を営み，排

の魔法瓶工場」であっ

倒し居れりと
）
」，上海に

また，坩堝・

独歩していた。

坩堝はガラス

購入
）
」していた

上海坩堝合資会

満足させた。華

る。

ヤスリ・捺染用銅ローラーの

・料瓷・琺瑯などを生産する

。 年５月小畑寅吉などが

社を横浜路に創設し，坩堝な

商が同製品の生産を始めたの

彫刻などの分野でも，日系企

には欠かせない道具であっ

メキシコ銀貨 ドルを資

どの耐火材料を生産して，上

は， 年の益豊 瓷厰坩堝

業は長い間上海業界を

たが，「すべて日本より

本金として，合資会社

海市場の一部の需要を

生産部の設立からであ

ヤスリは金属

を譲り受け，協

地を有し，工場

面二，三ありた

様なりしにより

着眼して」，野

機械製造・修理業に必要なも

怡化工厰と改称してヤスリの

建坪は約 坪で，「鑢製造は

るが，これ等は何れも修理工
）
」。だが，その製造活動はあ

村木厰の支配者野村久一は上

ので，宮脇寅治は 年に中

製造に切り替えた。この工

当工場開業当時は上海におい

場に過ぎず，全て輸入品によ

まり長く続かなかった。

海 刀厰を平涼路に設立した

日化工株式会社の工場

場は閘北に約 坪の敷

て同業殆どなく華人方

り供給せられるゝの有

年に，「斯業の将来性に
）
。規模が小さいながら，

（ ）



上海の唯一の

近代上海は

し，殊に

上海近代工業発展史上におけ

ヤスリ製造工場と言える。

紡績業および織布工業の都と

年代前後の関税引上などによ

る日系雑工業の位置と役割をめぐ

言われるが，それに付随し

り上海の染色加工業が急速

って（許）

て染色加工業も次第に発達

に発展する気運が見られた。

しかし，当時

の工場は持っ

なかった。

厰が設立され

円で，

服部久蔵の合

服部は静岡県
）

の上海では染色業に対して肝

ていない
）
」という状況で，こ

年に銅ローラーの彫刻を

た。順治彫刻厰は和歌山県出

７台の機械を持ち，一日に銅

資により設立されたものであ

で彫刻工場を経営していたが

心な「印花機の捺染用銅ロ

の技術を持っているのは数

専業とする上海彫刻厰（中華彫

身の高木留蔵により 年

ローラー４本を彫刻した
）
。

る。もともと奥村は大阪で

，資本金 円でこの工

ーラー彫刻の技術は，一般

軒の日系家内工業以外には

刻厰とも言う）と順治彫刻

月に設立され，出資額は

上海彫刻厰は奥村信二郎と

紡績用機械などを販売し，

場を共同で楡林路に創設し

た。この２社

染用銅ローラ

また，製油

ため，ここで

以上の事実

業・精錬・染

ことがわかる

は投資額こそ少ないが，この

ーの彫刻技術を身につけるの

・製粉業においても日系企業

挙げない。

をみるだけで，日系企業は少

色・捺染・魔法瓶などの工業

。

業種での長く重要な位置を

は 年代後期になってから

は強い勢力を示したことが

なくとも絹糸・製革・製麻

分野で，上海において極め

占めていた。華商各厰が捺

のことである
）
。

あるが
）
，比較的短期だった

・ガラス・化粧石鹸・繰綿

て重要な役割を担っていた

日系企業は

展史において

繰綿業・絹

工業分野でい

３．

小規模のものが多く，マニュ

先駆的な役割を果たしたこと

糸・製麻・化粧石鹸業・ガラ

ち早く近代工場を興して成功

日系雑工業の役割

ファクチュア的な存在と言

は無視できない事実である

ス業・精錬・染色・捺染・

したのは，まさに日系工場

われるが，上海近代工業発

。

魔法瓶・ゴム・電球
）
などの

であった。規模は小さいも

のもありなが

い。

上海民族雑

場して，その

華商にとって

上海ガラス

ラス企業の中

ら，以上の各分野の嚆矢であ

工業の誕生と発展にはひとつ

後華商が同業種に参入し，し

，日系企業からの直接的で甚

工業の発展史について，

には上海での営業前に，ガラ

り上海の近代工業のパイオ

の決まった流れがある。す

だいに斯業の主流を占めて

大な影響は無視できないも

年の現地の 字紙は次のよ

ス業に手を出したが「何れ

ニアであったことは意味深

なわち，先に日系企業が登

ゆくというパターンである。

のであった。

うに説明している。日系ガ

も失敗に帰したるが偶偶支

内地に於て

成績を示した

るもの漸次

とがわかる。

上海のガラ

業において日

日本人等の経営に依り洋燈ホ

るを以て支 人亦之に倣い現

増加しつつある
）
」。つまり，華

ス工業の発展はそれを裏づけ

系企業が独占的な地位を占め

ヤ薬瓶化粧瓶等の製造に従

今に於ては上海を首とし各

商工場が日系工場を模倣して

ている。表 の示した通り

ていたが，わずか３年後の

事するもの増加し割合に好

地小規模たる工場を経営す

次第に増加していったこ

， 年ごろ上海ガラス工

年には，日系企業は雲

（ ）



田号・三公号・

が現れており，

精錬・染色・

立命館経済

宝山の三軒しか残っていない

年になると，華商工場は

捺染業では，三笠洋行をはじ

学（第 巻・第３号）

が，公益・中華・華利・華康

更に８社に増加し，上海ガラ

め， 年までは田岡絲光染

・康泰などの華商工場

ス業の繁栄が見られた。

厰・上海精練公司・大

昌精錬染色公司

錬・染色業では

と精錬工場を開

れた。捺染業で

斎が成都路に中

しい方法が採用

中国市場におい

・永隆印染厰・中華染色整練

，日商工場の「営業はさかん

設するきっかけとなった」。

は，日系工場をモデルとして

国機器印花厰を開設してから

された
）
。」中国機器印花厰を

て上海シルクプリントのトッ

会社・松岡洋行
）
などの日系企

で利潤は厚く，華商が前後し

それで， 年代のはじめか

「中国人はつぎつぎにこれに

，我が国人は日本の方法に倣

はじめ， 年代に華商工場

プブランドとしての地位を確

業が設立されたが，精

て新式の錬坊（精製所）

ら新式工場が多く現わ

倣った」，「 年欽英

い絹織物プリントの新

は 軒以上設立され，

立させた。

上海ゴム工業

工場を前後して

の近くにある亜

川多三郎である

そして，

ム製造所（右川

はゴム毬とゴム

年になっ

は日系企業に起源を有する。

２軒設立した。嘉興路橋のた

細亜橡皮厰である
）
。前者は

。 年に，亜細亜橡皮厰は

年に土屋洋行の工場（日中合

慶治経営）と上海清和洋行と

玩具類だった。

て日系工場は更に２社設立

第一次世界大戦中，日系資本

もとにある上海華興橡皮工厰

年に資本金３万円の合資会

華商・張礼林により買収され

弁）と慶徳橡皮厰が設立され

の両者が協議を重ねて設立さ

された。協隆橡皮厰（資本金は

が上海に進出し，ゴム

と，東 華徳路公平路

社となり，代表者は梶

，亜洲橡皮厰となった。

た。後者は東京右川ゴ

れた。設立当初の製品

円 製品は靴底ヒ

ルなど）と，日

このようにし

一方， 年の

工厰や永生源の

あった
）
。上海民

絹糸製造業で

の投資意欲を起

中合弁の華豊橡皮厰（資本金は

て， 年まで，日系ゴム企

中華製造橡皮有限公司の設立

ような小さな工場が３・４軒

族ゴム工業の勃興には日系工

は， 年に設立されたイギ

さなかった。上海製造絹絲株

円，靴底ゴムマリヒルな

業は日中合弁を含めて少なく

を発端とする上海民族ゴム工

あっただけで，発展を迎えた

場の先導も一役買ったと言え

リス人工場はまもなく破産し

式会社は設立後，順調に発展

どを生産）である。

とも６社が設立された。

業は，同時期には模範

のは 年ごろからで

よう

たので，華商は同業へ

して良い業績を収めた

ため，「我が工

て， 年に上

年に遂に中

業の嚆矢と言わ

美しい図案を

たが，まず機械

顧家湾に設立さ

商界はその営業の発展と販路

海の巨商である朱節香は日本

孚絹絲厰の経営に成功した。

れる中和絹絲厰の創立に強く

プリントした鉄罐や琺瑯鉄器

で鉄罐を生産したのは日系工

れ，資本金２万ドル，機械

の拡張を羨み，注意をむける

人の協力で中和絹絲厰を創立

上海製造絹絲株式会社の設立

影響したと言えよう。

は 世紀の初めから多く上海

場である。 年合資会社永

基，鋼鉄型 種，職工 名

ように
）
」なった。そし

し，失敗を重ねたが，

と発展は，華商の絹糸

に輸入され人気を集め

昌機器製罐厰は宝山県

，７馬力半の電機動力
）

を擁し，洋鉄と

上海初の規模の

年まで上

以前 倫路に設

３厰しかない。

需要が激増した

金属容器の製造販売などを営

機械製罐工場として，その影

海に於いて製缶業を経営して

立，経営者は岡村有造・経理は岡

そのうち２社は日系である。

際，以上の工場がモデルにな

業内容にして，年生産高は

響は想像できるだろう。

いる工場は，永昌機器製罐

村正一
）
）・商務印書館製罐部

第一世界大戦の影響で，化粧

り，製缶工場が 軒に増加し

ドルに達していた。

厰・上海製罐厰（ 年

（設立後間もなく廃止
）
）の

品その他の缶製容器の

た。そして， 年に，

（ ）



上海におい

は３社（華盛

缶業とホーロ

上海近代工業発展史上におけ

て電動力使用の主要機械を４

製罐厰など）になり，日商１

ー鉄器業とは共に発達し，中

る日系雑工業の位置と役割をめぐ

６台（付属機械 台）有

社（上海工商公司）だけだった

国における上海の製缶・ホ

って（許）

する工場は４社で，華商
）
。その後，華商工場の製

ーロー鉄器業の王者として

の地位を固め

日系企業が

追求の手本と

は，以上の例

また，先端

中国民族工業

民族工業が

た。

新製品，新技術を有する近代

なって華商工場の設立を導く

により十分立証できるだろう

技術をもたらした日系企業が

の発生・発展に大きく貢献し

外資工場の技術をどのように

工場を設立・経営したこと

役目を果たし，上海近代民

。

近代工場のモデルとして技

たのも客観的な事実である

直接利用したかについて，

が，中国民族資本の模倣・

族工業の誕生を促したこと

術面で直接・間接に上海の

。

以下のように指摘されてい

る。民族工場

て人材と技術

いは外国資本

産技術などに

品を開発した

上海に逸早

れる前の，上

「その本はす

は「往々にして外国資本が上

を獲得した。たとえば，密か

工場の技術者をヘッド・ハン

関する各種の資料を獲得，後

のであった
）
」。日系企業も当

く進出した日系印刷業はその

海の鉛活字の印刷物は理想的

べて鉛印刷で，字体も色もき

海に設置した工場の有利な

に人員を派遣して外国資本

ティングして，直接的に外

にこれの比較・分析を経て

然その「外厰」に属している

好例である。日本の鉛活字

なものとは言えなかった。

わめて精巧で上海の各印刷所

条件を利用し，方策を講じ

工場の職工としたり，ある

国資本工場の機械設備や生

，外国工場製品にも勝る製

。

が上海の印刷工場で使用さ

作新社が設立されてから，

のものとはまったくちが

う
）
」と評され

ルにこれに倣

また，同じ

務印書館は

刷工場である

も一新され，

開設の必要に

た。そこで，文明書局・商務

い日本の鉛活字の導入に力を

印刷業の商務印書館の成長も

年設立当初は「小さな印刷

修文館（ 年設立。修文書

「商務の基礎を固めたはじま

応じて，商務印書館は教科書

印書館・中国図書公司など

注いだ
）
。

，日系工場及びその技術に

所で設備も簡素」であった

館，修文印刷局とも言う）を買収

りはここである」と言われて

の編集・印刷を始めたが，

が，作新社を新技術のモデ

よるところが大である。商

が， 年に上海の日系印

したことで，設備も技術

いる
）
。 年に新式学校

教科書の大量印刷のニーズ

に応じられな

範事業トシ

に高められた

や新設備が多

間の業務提携

るだろう。

ガラス工業

かったため， 年に東京の

テ設立セラレタル
）
」。合弁後の

。合弁の十年の間に，日本国

く取入れられて，商務印書館

は商務印書館の成長にとって

の場合，前述のように 年

金港堂主・原亮三郎が出資

商務印書館は資本金 万両に

内から優秀な技術者が商務

の事業は順調に進んで大き

，極めて重要な役割を果た

前の上海には日系工場と仏

し，商務は「日中合弁ノ模

急増し，技術力も飛躍的

印書館に派遣され，新技術

な発展を遂げた
）
。この十年

したという事実が認められ

系工場だけがあった。当時

の上海にはガ

ただけでなく

日本人が

した日本人の

な役割を果し

魔法瓶工業

ラス製造技術を持つ現地人は

，仏系工場も日本人を多く使

人（家族を含む）おり
）
，雑工業

技術職工は技術移転・拡散の

たに違いない。

では，第一次上海事変まで，

いないから，日系工場の技

っていた。 年に上海で

従業者の中で人数が最も多い

中心になり，上海民族工場

上海には華商と日系魔法瓶

術者がすべて日本人であっ

ガラス製造販売に従事した

。このように数多く存在

の設立・技術の確立に大き

工場が多く登場したが，日

（ ）



系工場は「各工

述のように「瓶

もの無く均して

立命館経済

場の設備は完全で」技術は成

心の製造は技術容易でなく且

日商から購買」していた。こ

学（第 巻・第３号）

熟しているのに対して，設立

又設備も煩雑である故中国人

のため華商は日系工場の生産

当初の華商工場は，前

工場では未だ設備する

技術の習得につとめ，

「そして之等工

も出てきた。こ

の経営も成功し

ホーロー製品

郎は上海恒豊路

粉釉薬厰の生産

の製作技術は華

場に勤務したりしものにして

うして 年ごろには，「そ

た。

に使用する原料品の瑯粉は最

に和田瑯粉釉薬厰を起して，

した瑯粉釉薬は品質はそれほ

人の模倣の対象になった。鋳

独立又は資本家を勧誘して本

の生産能力は自給自足の域迄

初日本から輸入されたが，そ

瑯粉釉薬を生産し上海市内各

ど高くなかったが，上海唯一

豊厰の創業者である童世亨

工場を設立する」事例

に到達
）
」し，華商工場

の後日本人の和田千太

厰に供給した。和田瑯

の工場だったため，そ

の回想によると，「当時

の同業者で利益

備も整っていな

きなかった」と

ず益豊 瓷厰が

うわけだ。つま

作方法を習得し

始により，「和

れた
）
」との結末

が上がっていたのは豊中と中

かった。必要な瑯粉や原料は

ある。和田瑯粉釉薬厰の設立

号斜橋付近に工場を設けて模

り，和田瑯粉釉薬厰の瑯粉釉

，益豊と鋳豊は名実通りのホ

田の営業は大打撃を受けて維

に至る。その技術者である田

華の両工場だけであり，他は

みな日本からの輸入であり，

後，「その製法をしだいに中

倣製造し，鋳益・豊益もその

薬の生産技術を「探知」する

ーロー工場になった。そして

持できず，工場の全資産がす

村与太郎も鋳豊に雇われ，鋳

みな規模も小さくて設

まだ自国での製造はで

国人が探りはじめ，ま

試みに成功した」とい

ことを通じて，その制

，華商の瑯粉の生産開

べて鋳豊に吸収合併さ

豊も益豊もその後上海

一流のホーロー

前述のように

企業の進出でそ

精錬・染色の場

の灰で精錬する

る成功している

いる
）
」とされる

工場に発展した。

，近代精錬・染色・捺染の上

の新技術がすぐ民族工業の模

合，上質なシルク織物を染色

原始的な方法を用いていたが

。このため我が国人の模倣を

。また，シルクのプリントで

海進出以前は，技術も設備も

倣の対象になり，新技法を用

する前に，精錬する必要があ

，日系企業は「新方法で精錬

引きおこし，新式の錬坊を設

あるが，上海の工場がその技

原始的だったが，日系

いる工場が勃興した。

る。現地工場は桑など

を行い，営業はすこぶ

立し，染色も兼営して

術を使用するのは日系

工場の設立以後

国人は次々と模

が国の各プリン

プリント用の道

うした全面的な

のことである。「 年代に日

倣している」と記録され，日

ト工場も前後して日本製品を

具も簡単なものまでも日系工

技術移転によって，上海のシ

４

本人が上海に絹織物プリント

系工場の使っている「日本製

用いるようになった」という

場に倣って，日本から輸入し

ルクプリント業の繁栄がもた

．おわりに

工場を創設した後，中

の型紙は質が高く，わ

動向を示した。そして，

てきたものである
）
。こ

らされた。

企業の規模や

あろう。近代の

たしかに零細・

も多くあっただ

斯業に占める位置を論じるの

上海における日系綿紡績工

弱小である。しかし，斯業の

けでなく，規模的にはトップ

には，当然同業種内で比較対

業（在華紡）との規模の比較し

中では長期にわたり重要な位

クラスのものも少なくなかっ

象として論じるべきで

た場合，日系雑工業は

置を占めたに日系企業

たことがこれまでの論

（ ）



証で明らかに

上海近代工

不平等条約

上海近代工業発展史上におけ

なった。

業を論ずるのに日系雑工業の

の保護下で設立・経営された

る日系雑工業の位置と役割をめぐ

再評価が必要であることは

日系企業は，民族工業に対

って（許）

疑いを俟たないだろう。

して当然マイナスの影響を

及ぼした側面

しかし，以

なものであり

海近代雑工業

企業」とは無

ったと言えよ

もあるであろう。

上見てきたとおり，上海雑工

，直接的にも間接的にも民族

を論じるのに，日系工場は欠

縁な中小資本の雑工業にお

う。この点についてはまた稿

業の牽引役として日系企業

工業に多大な影響をもたら

くことのできない存在であ

いては，日系企業は「幣」よ

を改めて論じてみたいと考

の果した役割は非常に大き

した。こうした意味で，上

ると言える。日系の「国策

りむしろ，「利」が大きか

えている。

） 在

（

に資本

支投資

投資に

）「上

） 汪

と。

上海日系雑工業についての先行研

年）は上海事変前後の在上海日系

状況）について表している。樋

』（（上） 年），杜恂誠『日本

ついて論ずる際，在上海日系雑

海工業上における日本の地位」

敬虞『十九世紀西方資本主義対中

注

究は，管見の限り以下の通りで

雑工業について簡略に記述し，

口弘『日本の対支投資研究』（

在旧中国的投資』（ 年）は日

工業に多少ふれている。

『通商公報』外務省通商局二百四

国的経済侵略』，人民出版社，

ある。張肖梅『日本対滬投資』

主に雑工業各工場の概要（主

年），東亜研究所『日本の対

本資本の中国における雑工業

十二号， 年８月， 頁。

年， 頁を参照のこ

）「上

） 同

） 同

） 同

）『上

）「上

）「上

）「上

海工業上における日本の地位」

上。

上。

上。

海事情』外務省通商局， 年

海における石鹸及 燭製造状況

海工業上における日本の地位」

海における石鹸及 燭製造状況

『通商公報』二百四十二号，

， 頁。

」『通商公報』百七十八号，

『通商公報』二百四十二号，

」『通商公報』百七十八号， 頁

年８月， 頁。

年 月， 頁。

年８月， 頁。

。

）「上

）「上

）「石

）『日

）「上

）『在

）『上

）『上

） 賀

海における石鹸の製造及輸入」

海における石鹸及 燭製造状況

鹸及 燭製造業者（上海）」『通

本の対支投資』（上）東亜研究所

海工業上における日本の地位」

支 本 人進勢概覧』外務省通

海内外商工案内』上海日本商業

海内外商工案内』 年， 頁

賢稷『上海軽工業誌』，上海社会

『通商公報』十八号， 年６月

」『通商公報』百七十八号，

商公報』百七十八号， 年 月

編，原書房， 年複刻， 頁

『通商公報』二百四十二号，

商局， 年， ， 頁。

会議所， 年， 頁。

。

科学院出版社， 年， 頁。

， 頁。

年 月， 頁。

， 頁。

。

年８月， 頁。

）「上

）『対

地位」

）「製

）『中

）『上

） 長

海における製革業状況」『通商公

支回顧録』（下巻）東亜同文会編

『通商公報』二百四十二号，

革工業状況［上海］」『通商公報

国経済年鑑』商務印書館，

海之工業』上海特別市社会局編

岡笏湖編輯『支 在留 人興信録

報』百八十二号， 年１月，

，原書房， 年復刻， 頁。

年８月， 頁。

』一〇六八号， 年７月付録，

年， 頁。

， 年， 頁。

』，東方拓殖協会， 年，

５頁。

「上海工業上における日本の

６頁。

頁。

（ ）



）「上海

） 同上，

）『中華

立命館経済

工業上における日本の地位」『通

頁。

全国中日実業家興信録』（上海の

学（第 巻・第３号）

商公報』二百四十二号， 年８

部）上海興信所， 年， 頁

月， 頁。

。

） 上海特

）「支

頁。

）『中国

）『在支

）『中国

）「上海

設立時期

年， 頁

別市社会局編『上海之工業』，

における日本人経営の事業概況」

近代紡績史』編輯委員会編著『中

本 人進勢概覧』外務省通商局

近代紡績史』（上巻） 頁。

に於ける日本商工業進展状況」『

について， 年説（『近代江南

）などもある。

年， 頁。

『支 』第十巻第一号，東亜同

国近代紡績史』（上巻），中国紡

， 年， 頁。

通商公報』七〇六号， 年２

南絲織工業』 頁）・ 年説

文会調査編纂部， 年，

績出版社， 年， 頁。

月， 頁。また，同会社の

（『上海内外商工案内』

） 徐新吾

）『中華

）『中華

） 候厚培

）『上海

）「上海

）『上海

）『中華

） 何躬行

主編『近代江南南絲織工業』，上

全国中日実業家興信録』（上海の

全国中日実業家興信録』（上海の

・呉覚農『日本帝国主義対華経

之機制工業』上海市社会局編，

の魔法瓶製造工場」『海外経済事

之機制工業』 頁。

全国中日実業家興信録』（上海の

『上海之小工業』，中華国貨指導

海人民出版社， 年， 頁を

部） 頁。

部） 頁。

済侵略』，黎明書局， 年，

年， 頁。

情』外務省通商局，六年５号，

部） 頁。

所， 年， 頁。

参照のこと。

頁。

頁。

）『中華

）『中華

）『中国

）『上海

） 中西利

録』（上海

）『中国

） 年

全国中日実業家興信録』（上海の

全国中日実業家興信録』（上海の

近代紡績史』（上巻） 頁。

内外商工案内』 年， 頁。

八編輯『中国紳士録』，東京満蒙

の部） 頁。

近代紡績史』（上巻） 頁。

上海には 社あり，外国企業は

部） 頁。

部） 頁。

資料協会発行， 年， 頁。

三井の増裕だけだった。 時間

『中華全国中日実業家興信

の生産能力は，増裕は第４

位，

における

）『上海

厰為先，

）「上海

月 日，

）『近代

）『近代

） 中国社

袋に達した（「揚子江沿岸におけ

日系企業の地位は『楊子江の富源

工業概覧』（ 頁）によると，上

後奇異安 生電 厰於労勃生路設

に於ける硝子工業状況」『上海日

頁。

江南絲織工業』（ 頁）などによ

江南南絲織工業』 ，

会科学院経済研究所主編『上海

る製粉業状況」『通商公報』第百

と需給』（上海出版協会調査部，

海の電球工業は「民国初年，日

，規模大，日商不敵関閉」とあ

本商業会議所週報』上海日本商業

れば，民国初年に松岡洋行とい

頁。

民族橡 工業』，中華書局，

七十七号， 頁）。製油業

大正 年） 頁を参照。

人博利安在楊樹浦設電燈

る。

会議所， 号， 年８

う日系工場が設立された。

年，７頁。

）『上海

）『上海

）『在支

）『上海

）『上海

）『上海

） 黄漢民

民族橡 工業』 頁を参照の

之工業』 頁。

本 人進勢概覧』 年， 頁

行名簿』中国商務学会， 年，

之機制工業』 頁。

日本商業会議所年報』（第四）上

「外貨競与上海近代民族工業産

こと。

。

頁。

海日本商業会議所，大正十年版，

品的演化分析」『上海研究論叢』

頁。

第三輯，上海社会科学院，

（ ）



年

）『上

）『上

上海近代工業発展史上におけ

， 頁。

海之工業』 頁。

海之機制工業』 頁。

る日系雑工業の位置と役割をめぐって（許）

） 王

）『在

） 范

及び

）『海

）「上

） 陳

）『中

）『近

益「中日出版印刷文化的交流和商

支 本 人進勢概覧』 年，

慕韓主編『中国印刷近代史』（初

「中日出版印刷文化的交流和商務

外各地在留本 人職業別表』外

海に於ける魔法瓶生産状況」『海

真・姚洛合編『中国近代工業史資

国近代工業史資料』第一輯，

代江南南絲織工業』 ， ，

務印書館」『商務印書館一百年』

頁。

稿），印刷工業出版社， 年，

印書館」（前掲『商務印書館一百

務省通商局，大正２年６月。

外経済事情』第六年第２号，

料』第一輯，三聯書店， 年

頁。

， 頁を参照のこと。

商務印書館， 年， 頁。

， ， ， ， 頁，

年』に収録）を参照のこと。

頁。

， 頁。

（ ）


